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研究成果の概要：本研究では，インド密教の分野で未だ研究がほとんどなされていない，実践

者が入門後に課せられる実践 (carya) を取り扱っている．研究に際しては，アバヤーカラグプ
タ著作『教説の穂』に見られる所説の解明を中心に行い，関連文献を精査し，比較することに

よりアバヤーカラグプタに見られるcaryaの二面性の問題，そこから浮かび上がってくる，シ

ヴァ教実践の仏教化の一つの過程をおぼろげながらも描き出した． 
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１．研究開始当初の背景 
 
密教を含むタントリズムは，インド中世初期
に隆盛を見た実践体系の総称であり，マント
ラや印契などを使用した秘儀的な儀礼，新し
いタイプのヨーガなどを特徴としている．こ
のように，実践体系としての側面の強いもの
であるが，インド密教の分野における研究と
いえば，その神秘的な思想，あるいはマンダ
ラ等の造形美術などの研究に偏り，しかも日
本の真言仏教やチベット仏教からの視点に
よるものが多かった．申請者がこのテーマを
研究題材に取り上げた理由は，インド密教に

おける carya（入門者が入門後に行うことを
課せられる苦行的実践）がシヴァ教の実践を
モデルにしたものであり，それとの比較研究
が将来的に中世初期のインドにおける宗教
動向という文脈において，新たにインド密教
をとらえ直すための良いサンプルになるの
ではないかと考えたのである． 
 
 
２．研究の目的 
 
 本研究は，インド密教の研究において従来
ほとんど省みられることのなかった，実践者
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が入門儀礼を授かった後に遵守すべき苦行
的実践(carya)の一端を，特に『秘密集会タ
ントラ』以降の後期インド密教の関連文献の
精査により解明し，未だに不明の部分の多い
インド密教の全体像の解明に寄与すること
を目的としている． 
 
 
３．研究の方法 
 
 研究の具体的な方法は以下の通りである． 
 
(1) 本研究ではアバヤーカラグプタ著作の
『教説の穂 Amnayamanjari』をメインテキス
トとし，その訳注作成を通してcaryaに関す
る知識を深めることとした．アバヤーカラグ
プタは11世紀の後半から12世紀初頭にかけ
て活躍したインド密教（および「顕教」の）
学僧であり，彼以前の密教儀礼・実践を整理
し，かつ新たに体系化を試みた人物である．
『教説の穂』は『サンプトードゥバヴァタン
トラ Samputodbhavatantra』に対する注釈書
である．『サンプトードゥバヴァタントラ』
自体は，先行する様々な著作を剽窃して出来
上がった折衷的な経典で，『教説の穂』自体
も経典に沿って様々な儀礼に対して注釈を
施しており，それだけに密教における一種の
百科全書的な性格を持つ．アバヤーカラグプ
タは儀礼の体系化を試みるだけでなく，そこ
に浮上する教理的問題点に関して様々な議
論を展開している．したがって，先行研究の
ない当該分野の研究においては，良いスター
と地点となり得た． 
 
(2) 第二の点は，(1)と密接に結びついてい
ることであるが，アバヤーカラグプタの議論
を正確に理解するためには，関連する文献の
読解が必要となってくる．本研究では，『教
説の穂』がサンスクリット語原典を欠くため，
サンスクリット語原典が存在する文献を優
先した．具体的には，『ヘーヴァジラタント
ラ Hevajratantra』に対する，ラトナーカラ
シャーンティの注釈『真珠鬘』，同タントラ
に対するカマラナータの注釈『宝鬘』，パド
マヴァジラ作『秘密成就』，アナンガヴァジ
ラ作『智慧方便決択成就』等をその対象とし
た． 
 
 
４．研究成果 
(1) caryaには入門後の実践者を束縛する規
則（誓戒）としての側面と，概念的思考を離
れるための実践としての側面の二つがある．
前者は『ヘーヴァジラタントラ』に対するラ
トナーカラシャーンティの注釈に見られる
caryaの定義（caryaとは師や仏の命により
行いがたい行を行うこと），後者は同タント

ラに対するカマラナータの注釈の定義
（caryaとは身体・言語・心の特殊な活動で
ある）に見られる．アバヤーカラグプタはお
そらくこの二面性を十分に了解しており，そ
れ故，一方では『教説の穂』においてカマラ
ナータの定義を借用しつつ，概念的思考を離
れるための入門後の実践がcaryaであるとし，
また『金剛鬘』という儀軌文献においては，
「caryaなしでは菩提心の理解が不可能であ
ることを学習するために caryavrata（carya
に関する誓戒）がある」として，caryaのも
つ誓戒行としての面を caryavrataとして
caryaとは区別して考えていたことが明らか
になった． 
 
(2) 『サンプトードゥバヴァタントラ』が
様々な著作を剽窃していることは先に述べ
たとおりである．当該タントラのcarya章（第
5.4章）の場合は，そのテキストの多くの部
分が『ヘーヴァジラタントラ』の第 1.6章
（「caryaの詳説」章）に依存していることが
すでに指摘されている．この文献的依存はタ
ントラ本体に止まるものではなく，アバヤー
カラグプタもその注釈において，多くの部分
を『ヘーヴァジラタントラ』の注釈である『真
珠鬘』や『宝鬘』に依存していることも，す
でにハンブルグ大学のHarunaga Isaacson教
授（本研究の研究協力者）により指摘されて
いる． 
 しかしながら，『教説の穂』の当該章にお
いて一番重要なことは，章の末尾において，
『秘密集会タントラ』の流派である聖者流の
文献である『行集合灯』の第 11章から文章
を借用し，『行集合灯』の説く三種類のcarya
の分類を導入していることである．三種類の
caryaとは，手の込んだもの(prapanca)，す
なわち外的所作を伴う実践(prapancacarya)，
外的所作を離れた実践(nisprapancacarya)，
外 的 所 作 を 絶 対 的 に 離 れ た 実 践
(atyantanisprapancacarya)の3種類であり，
アバヤーカラグプタは，『サンプトードゥバ
ヴァタントラ』の第 5.4章の説く caryaは，
外的所作を絶対的に離れた実践であるとし
ている． 
しかしながら実際には『サンプトードゥバ
ヴァタントラ』第5.4章の説く内容は，シヴ
ァ教のカーパーリカ的な内容が色濃い，入門
者が遵守すべき行であり，(1)の定義で言う
ならば入門者を束縛する誓戒としての意味
合いが強い．アバヤーカラグプタは，注釈を
通じてこのような誓戒行の内化を図る意図
があったと考えられる． 
 
(3) 密教における入門後のcaryaが規定され
ているおそらく最初の文献は『秘密集会タン
トラ』系の文献である『秘密成就』である．
『秘密成就』の第6章で規定されているのは



 

 

「秘密のcarya」あるいは「狂人の誓戒」と
呼ばれる誓戒行である．「狂人の誓戒」とは，
入門者が一定の期間狂人の振りをする実践
であるが，シヴァ教の聖典（『ブラフマヤー
マラ』別名『ピチュマタ』や『ジャヤッドラ
タヤーマラ』）にそのモデルが見られるもの
である．このことは研究協力者であるオック
スフォード大学のAlexis Sanderson教授に
より，報告者が主催した同教授の講演会*1に
おいてすでに発表されている．『秘密成就』
の著者パドマヴァジラはこのようなシヴァ
教起源の実践に，「概念的思考を離れるため」
という仏教的な意味づけを行っており，先に
言及したcaryaの二面性がすでに最初期の文
献から現れていることが確認できる．またこ
のような誓戒行を実践するのは，独身の苦行
者ばかりではなく，在家の行者もこのような
実践を行っていたことが『秘密成就』の記述
から明らかになっている． 
（*1 Alexis Sanderson. The Saiva Model of 
Post-initiatory carya in the Yogini- 
tantras. 2006年9月14日．会場：東京大学
文学部．） 
 
(4) インド密教で後代強調されてくるのは，
先に述べたcaryaの二面性のうち，概念的思
考を離れるための実践としての側面であり，
入門者を縛る規則としての側面はあまり強
調されていないようである．例えば，『サン
ヴァローダヤタントラ Samvarodayatantra』
の第21章では，シヴァ教のカーパーリカ的
な誓戒行，「狂人の誓戒行」，「不動の誓戒行」
の3種類を説いているが，シヴァ教の誓戒行
をモデルとした二つの実践の上に「不動の誓
戒」を置いている．この「不動」は，ラトナ
ラクシタ（アバヤーカラグプタの弟子）の注
釈を参照するなば，「心が動かないこと」と
しており，心の散乱，すなわち概念的思考を
避けるための一番上位の実践としている．ま
たジュニャーナシュリーは『金剛乗に関する
二つの極端の排除』において，密教のcarya
は，その安楽的な実践と外的所作を離れた実
践故に実践者の心を散乱させることなく，ま
た不浄物の摂取という実践により概念的思
考を迅速に離れることができ，この点におい
て非密教の仏教に優ると主張していること
が明らかになった． 
 
(5) 本研究の最大の成果は，国内外において
未だに数の乏しいcaryaの研究において，
caryaのもつ二つの側面とその展開，特に概
念的思考を離れるための実践として，シヴァ
教をモデルとした実践が仏教的な色付けを
されたこと，そしてそれが仏教内部において
も，密教が非密教の大乗（いわゆる顕教）よ
りすぐれている理由の一つとされたことを
文献的に確認できた点である．またその最初

のまとまった報告が，日本南アジア学会の英
文論文集であるInternational Journal of 
South Asian Studiesで発表されたことで，
広く海外の研究者にも目に留まる機会が多
くなることが期待される． 
 
(6) 今後の課題については次の点が挙げら
れるであろう． 
 まず，caryaのもつ二面性であるが，これ
はcaryaという語がもつ意味の幅の広さも原
因の一つとして考えられる．もともと入門者
を縛る規則，あるいは誓戒はサンスクリット
語ではsamayaあるいはvrataなどと表現さ
れているが，caryaがなぜsamayaと同義とし
て用いられるようになったかという過程も
調べていく必要がある．caryaという語の意
味の広さが，入門後のcaryaを単に誓戒とい
う意味に留まらせず，さまざまな実践を含む
広い意味で用いられる要因になっており，そ
れがcaryaに関する議論を複雑化させている
原因となっていると考えるからである． 
 次にシヴァ教の実践との関係について，シ
ヴァ教の関連文献を考察し，それと比較する
ことにより明らかにする必要がある．パドマ
ヴァジラが『秘密成就』の中において言明し
ている通り，密教の実践者がシヴァ教の文
献・儀礼に通じていたことが推測される．今
後は，シヴァ教・密教における誓戒行の展開
がそれぞれどのように起こったのであるか，
そしてそれらの展開には相互にどのような
関係があるのか明らかにしていく必要があ
る．関連の諸分野と同様に，caryaについて
もシヴァ教と密教の関係についての研究は，
まだ始まったばかりなのである． 
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